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刊行に寄せて

インプラント治療については、すでに歯科医療機関の2割がこの治療法を実施するなど、

わが国の歯科医療の中に定着してきました。今後、インプラント治療は一層普及が進み、わ

が国歯科医療の重要な一翼を担うことが予想されます。

一方、深刻な院内感染が生じかねないなどインプラント治療をめぐる医療事故や不適切な

取り扱い事例も報道されています。そのような医療事故や不適切事例がさらに増えれば、イ

ンプラント治療の普及に水を差すだけではなく、国民の歯科医療に関する安全・安心にも疑

念を生じさせかねません。インプラント治療には、その普及と相まって、ますます厳しく医

療の質の向上が問われる時代となるでしょう。

インプラント治療の質を確保するためには、治療の質そのものを向上させる取り組みとと

もに、医療スタッフのレベルアップと感染防止対策など医療環境の改善、さらに患者・サー

ビス利用者に正確で信頼できる情報が提供される枠組みを構築していくことが不可欠となり

ます。

こうした時代の要請に応えていくためには、インプラント治療を行う歯科医療機関を対象

とした公平公正な第三者評価の実施が求められます。医科では病院機能を評価する第三者機

関が1995（平成7）年に設置され、2011年1月現在、2, 535の病院が評価・認定を受けてい

ます。

このような観点から考えますと、NPO法人歯科医療情報推進機構がこのたび、安全・安

心なインプラント治療の確保に関するテキストを編纂し、研修を実施することは極めて意義

深いことと考えます。こうした活動が契機となり、歯科医療界に第三者評価推進の機運がま

すます醸成され、ひいては、わが国の歯科医療の健全な発展に繋がっていくことを期待して

やみません。

厚生労働省大臣官房審議官
（医療保険、医政、医療・介護連携担当）

唐澤　剛
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わが国では、1960年代初頭からインプラント治療が行われるようになりました。1972

年には臨床家が集まり、日本歯科インプラント学会と日本デンタルインプラント研究学

会が設立されるなど、歯科補綴領域での普及が図られてきました。

平成21年度の厚生労働科学研究「歯科疾患等の需要予測および患者等の需要に基づく

適正な歯科医師数に関する研究（研究代表者　安藤雄一）」において、インプラントの普

及状況について調査が行われています。わが国におけるインプラントの装着状況に関し

ては、2005（平成17）年度に行われた歯科疾患実態調査の結果が基になっており、この

研究による分析の結果、35歳以上の約100人に1人がインプラント装着者となっていま

した。歯科疾患実態調査は6年ごとに実施されており、平成23年度に実施が予定される

本調査の結果を詳細に分析すれば、インプラント装着者の推移が判明しますので、結果

が待たれるところです。

また、医療施設静態調査の2002（平成14）年度と2005（平成17）年度の結果を比較す

ると、インプラントを実施している歯科診療所が増加していることがわかりました。直

近の調査は2008（平成20）年で、20％以上の歯科診療所がインプラント手術を実施して

いるとの結果が現れています。

これらから、将来的にはインプラントによる補綴治療はさらに広く行われるようにな

ると想像できます。

10 第1章

はじめに

Key



11はじめに

最近、愛知県豊橋市の歯科医院におけるインプラントに関する報道がなされています。

これは、ある週刊誌では「一度患者に埋入したフィクスチャーが脱落し、その脱落した

フィクスチャーを消毒して他の患者に使用している可能性がある」と報じられたもので

す。豊橋保健所の立ち入り調査では、いわゆる「使い回し」の確たる証拠をつかむには至

りませんでしたが、確かめられた事実としては、本来、開封後すぐに「単回使用」される

べきフィクスチャーが、自前の滅菌バッグ様の容器に入っていたということです。これ

では院内感染対策上、非常に不適切であるといわざるを得ません。この案件以外にも、

上部構造の破損・脱落、フィクスチャー埋入時の穿孔や、穿孔に伴う出血や軟組織の損

傷、フィクスチャーの脱落・破損などの偶発症も報じられています。

安全・安心なインプラント治療を行うために、歯科医師の知識・技術の向上や設備機

器の保守管理といった「現場での対応」、より予知性の高い治療法として確立するために

必要な「学術面での対応」、学生の頃から必要十分な知識・技術を授ける「教育面での対

応」が必要であると考えられています。

本書は、すでに歯科医療に従事し、インプラント治療を施行している歯科医師、イン

プラント治療を施行する歯科医療機関に勤務する看護師・歯科衛生士、歯科助手、医療

事務従事者を対象に、「現場での対応」に焦点を絞り、安全・安心なインプラント治療に

必要不可欠な知識と管理手法について解説いたします。
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